
まえがき＝近年自動車は，高性能化，高機能化の追求に
加え，快適な空間を目指し，安心感のある操縦性，走行
安定性，及び静粛性が重要視されてきている赫葼怒じ∋
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数の力センサから，ラジアル（タイヤ径方向），ラテラル
（タイヤ幅方向）及びトラクティブ（接線方向）の 3方





　3分力センサは，高精度，高剛性の特殊な素子を使用
し，高い直線性と動特性を兼備えている。また，センサ
単体の固有振動数は，2 000Hz 以上であるため，機械の
固有振動数の向上にも貢献している。
2．5　既存装置との相関性


